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は
じ
め
に �

　

現
在
の
大
津
市
北
部
、
旧
志
賀
町
の
Ｊ
Ｒ
志
賀
駅
に
程
近
い
樹
下
神
社

を
氏
神
と
す
る
、
北
船
路
集
落
、
守
山
集
落
、
木
戸
集
落
、
荒
川
集
落
、

大
物
集
落
は
、
西
に
急
峻
な
比
良
連
峰
、
東
に
琵
琶
湖
を
臨
む
と
い
う
風

光
明
媚
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
の
南
に
位
置
す
る
和
邇
荘
、

北
の
比
良
荘
は
、
そ
れ
ぞ
れ
和
邇
川
、
比
良
川
が
運
ん
だ
砂
れ
き
に
よ
る

平
地
が
広
が
る
が
、
対
象
と
す
る
今
回
の
地
域
は
山
裾
か
ら
琵
琶
湖
ま
で

の
距
離
が
短
く
、
五
つ
の
集
落
は
南
北
に
細
長
く
連
な
る
特
殊
な
地
形
の

上
に
位
置
す
る
。
そ
し
て
、
現
在
は
国
道
一
六
一
号
線
、
湖
西
バ
イ
パ
ス
、

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
が
民
家
の
隙
間
を
縫
う
よ
う
に
走
っ
て
い
る
が
、
近
世
に
は
、

北
国
海
道
（
西
近
江
路
）
と
い
う
湖
西
を
貫
く
幹
線
道
路
が
敷
か
れ
て
い

た
。

　

こ
の
五
つ
の
集
落
の
氏
神
で
あ
る
樹
下
神
社
で
は
、
例
年
五
月
五
日
に

五ご

箇か

祭ま
つ
りと

い
う
祭
礼
（
本
祭
）
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
祭
礼
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
主
だ
っ
た
先
行
研
究
が
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
志
賀
町
史
（
二
〇
〇
二

年
）
で
は
、
第
二
巻
、
第
三
節
「
く
ら
し
と
宗
教
と
文
化
」
の
項
で
「
木

戸
庄
と
十
禅
師
権
現
（
樹
下
神
社
）」
に
神
社
の
解
説
が
さ
れ
て
い
る
が
、

五
箇
祭
の
詳
し
い
記
載
は
無
い
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name :
KATO　Kenji

Title :
The part played by “yoritoshu” as seen in the Goka Festival-an 
example of a festival that brings together various communities in 
mutual support

Summary : 
Goka Festival is a festival held in May in Shiga Prefecture in 
which “yoritoshu”, the group of people helping to carry out the 
festival, play an important role. When watching this local festival 
closely it is interesting to see that people from various neighbor-
ing communities are also involved. In this report I will examine 
the nature of the interrelations of small communities within a 
larger community.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
度
の
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所

の
「
近
江
の
道
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
文
化
誌
「
近

江
学
」
第
９
号
に
掲
載
さ
れ
た
対
談
記
事
「
石
出
し
車
が
行
く
み
ち　

︱

神
々
と
暮
ら
し
が
交
差
す
る
風
景
︱
」
に
は
、
祭
礼
や
石
の
積
み
出
し
に

使
わ
れ
る
「
道
」
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
五
箇
祭
の
一
連
の
流
れ
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
そ
の
取
材
に
関
わ
り
、堀
内
美
緒
氏
に
よ
る「
滋

賀
県
大
津
市
木
戸
地
区
樹
下
神
社
に
関
す
る
祭
祀
組
織
：
寄
人
衆
（
よ
り

と
し
ゅ
う
）
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
七
年　

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
修
士
論
文
所
収
）、
山
形
蓮
氏
に
よ
る
「
歴
史
的
観
点
か
ら
見
た
五
箇

祭
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
九
年
）、
同
じ
く
山
形
蓮
氏
編
集
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
五

箇
祭
』（
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

　

今
回
、
平
成
二
八
年
の
五
箇
祭
を
取
材
し
た
。
特
に
興
味
を
覚
え
た
も

の
の
一
つ
は
、
堀
内
氏
も
着
目
し
て
い
る
が
、
祭
礼
に
お
い
て
一
定
の
役

割
を
果
た
す
「
寄
人
衆
（
よ
り
と
し
ゅ
う
）」
の
存
在
で
あ
る
。
五
箇
祭

は
五
つ
の
集
落
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
近
江
の
祭
礼
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
典

型
的
な
郷
村
祭
礼
で
あ
る
が
、
寄
人
衆
は
、
五
つ
の
集
落
の
う
ち
、
木
戸
、

北
船
路
、守
山
の
三
集
落
の
み
に
存
在
し
、世
襲
（
代
々
寄
人
株
を
持
つ
）

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
数
も
各
集
落
で
差
が
あ
る
（
木
戸
・
一
軒
、

北
船
路
・
十
四
軒
、
守
山
・
十
七
軒
）。

　

も
う
一
つ
は
、
筆
者
が
昨
年
も
テ
ー
マ
と
し
た
、
祭
礼
に
関
わ
る
古
く

か
ら
の
住
民
と
、
新
し
く
地
域
に
移
住
し
て
き
た
住
民
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
で
あ
る
。
寄
人
衆
の
取
材
を
中
心
に
行
っ
た
、
守
山
集
落
の
み
、
新

住
民
が
神
輿
を
担
ぐ
と
い
う
取
り
組
み
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

今
回
の
論
考
に
お
い
て
は
、
こ
の
特
筆
す
べ
き
二
点
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
た
。

一
、
樹
下
神
社
と
五
箇
祭 �

（
ア
）
樹
下
神
社
と
日
吉
山
王
権
現
と
の
関
わ
り

　

志
賀
町
史
（
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、
第
二
巻
、
第
三
節
「
く
ら
し
と
宗

教
と
文
化
」
の
項
で
「
木
戸
庄
と
十
禅
師
権
現
（
樹
下
神
社
）」
に
五
箇

祭
の
中
心
と
な
る
樹
下
神
社
の
解
説
が
あ
り
、
先
ず
は
、
神
社
の
成
り
立

ち
を
見
て
み
た
い
。

　

現
在
の
樹
下
神
社
（
か
つ
て
は
十
禅
師
権
現
）
は
、
木
戸
荘
の
荘
園
鎮

守
社
と
し
て
勧
請
さ
れ
、
北
船
路
、
守
山
、
木
戸
、
荒
川
、
大
物
と
い
う

五
ヵ
村
の
氏
神
と
な
っ
て
い
る
。

一
番
宮　

十
禅
師
権
現　
　
　
　
　

本
地
地
蔵
菩
薩　
　
　

五
ヶ
村
宮

二
番
宮　

大
八
王
子
権
現　
　
　
　

本
地
千
手
観
音　
　
　

守
山
宮

　
　
　
　

同
北
ノ
方
ニ
小
宮
有
り　

三
宮
普
賢
菩
薩

　
　
　
　

同
南
ノ
方
ニ
大
岩
有
り　

牛
ノ
御
神　

大
威
徳
神

三
番
宮　

聖
真
子
権
現　
　
　
　
　

本
地
阿
弥
陀
如
来　

歓
喜
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
物
荒
川　

之
宮

四
番
宮　

十
二
所
権
現　
　
　
　
　

三
十
番
神
な
り　

七
シ
ウ
ク
ワ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
二
人
衆

五
番
宮　

地
主
権
現　
　
　
　
　
　

本
地
薬
師
如
来　
　
　

木
戸
宮
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同
北
ノ
方
に
小
宮　
　
　

八
幡
大
菩
薩　

本
地
阿
弥
陀
如
来

　
　
　
　

南
ノ
方
ニ　

大
行
事
宮　

本
地
毘
沙
門
天
王

　
　
　
　
　

同
小
宮
有
り　
　
　
　

八
幡
大
菩
薩　

本
地
阿
弥
陀
如
来　

　
　
　
　
　

同
地
蔵
堂
有
り　
　
　

こ
れ
ハ
十
禅
師
権
現
神
宮
寺
な
り

「
木
戸
庄
御
宮
之
次
第
書
」（
中
村
勘
左
衛
門
家
文
書
）
慶
長

十
八
年
（
一
六
一
三
）

　

右
記
の
通
り
、
一
番
宮
が
十
禅
師
権
現
（
本
地
仏
が
地
蔵
菩
薩
）
で
五

つ
の
集
落
全
体
の
祭
神
と
な
っ
て
い
る
。
二
番
宮
が
八
王
子
権
現
で
本
地

仏
が
千
手
観
音
、
三
番
宮
が
聖
真
子
権
現
で
本
地
仏
が
阿
弥
陀
如
来
、
五

番
宮
が
地
主
権
現
で
本
地
仏
が
薬
師
如
来
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の

氏
神
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
権
現
と
い
う
神
と
本
地
仏
の
名

前
を
見
る
と
、
日
吉
大
社
の
山
王
上
七
社
と
全
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

「
木
戸
庄
御
宮
之
次
第
書
」（
中
村
勘
左
衛
門
家
文
書
）
は
、
慶
長
十
八

年
（
一
六
一
三
）
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
神
仏
習
合
の
神
号
で
あ
る
日

吉
山
王
権
現
の
旧
称
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令
以

降
は
、
完
全
に
神
と
仏
が
離
さ
れ
、
こ
れ
も
日
吉
山
王
権
現
と
同
じ
く
、

旧
称
の
権
現
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、

十
禅
師
権
現
（
五
ヵ
村
の
神
）
→
樹
下
神
社

八
王
子
権
現
（
守
山
集
落
の
神
）
→
牛
尾
神
社

聖
真
子
権
現
（
荒
川
・
大
物
集
落
の
神
）
→
宇
佐
神
社

地
主
権
現
（
木
戸
集
落
の
神
）
→
地
主
神
社
（
日
吉
大
社
で
は
東
本
宮
）

　

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
主
神
社
を
除
い
て
、
日
吉
大
社
の
上
七
社
と
同
じ

名
称
が
つ
け
ら
れ
、
現
在
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
中
村
家
文
書
「
木
戸
庄
御
宮
之
次
第
書
」
に
は
、
四
番

宮
の
十
二
所
権
現
に
祀
ら
れ
る
三
十
番
神
の
記
述
が
見
ら
れ
、
こ
の
神
は

神
仏
習
合
に
裏
付
け
ら
れ
る
法
華
経
守
護
の
一
日
一
神
を
基
準
と
し
た
神

で
あ
り
、
比
叡
山
延
暦
寺
と
習
合
し
た
日
吉
大
社
と
の
つ
な
が
り
を
こ
こ

で
も
感
じ
る
の
で
あ
る
。

（
イ
）
北
船
路
集
落
の
八
所
神
社

　

そ
し
て
最
も
興
味
深
い
の
は
、
北
船
路
集
落
の
神
で
あ
る
。
北
船
路
集

落
は
、
五
箇
祭
に
参
加
す
る
集
落
の
一
つ
で
あ
る
が
、
唯
一
、
樹
下
神
社

境
内
に
集
落
の
社
は
無
く
、
集
落
内
の
八
所
神
社
に
鎮
座
す
る
。
こ
の
八

所
神
社
も
ま
た
深
く
日
吉
山
王
権
現
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
「
北
船
路
行
麿
由
緒
記
」（
叡
山
文
庫
）
に
よ
る
と
、
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）
織
田
信
長
に
よ
る
比
叡
山
の
焼
き
討
ち
の
際
、
麓
の
坂
本

の
日
吉
大
社
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
そ
の
日
吉
大
社
を
粉
骨
砕
身

の
努
力
で
復
興
さ
せ
た
と
い
う
祝わ

け

部べ

行ゆ
き

丸ま
る

（
生
源
寺
行
麿
）
が
、
日
吉
大

社
を
追
わ
れ
、
比
叡
山
門
領
で
あ
っ
た
北
船
路
村
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、

一
時
期
、
山
王
祭
を
こ
の
地
で
催
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
、
日
吉
山
王
祭
で
は
、
最
終
日
の
四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
酉

の
神
事
に
、
北
船
路
八
所
神
社
の
村
役
人
が
、
西
本
宮
に
参
列
し
、
船
路

御
供
の
献
納
を
行
っ
て
い
る
。

　

八
所
神
社
の
祭
神
は
、
白
山
菊
理
姫
神
と
大
己
貴
神
で
、
い
ず
れ
も
山

王
上
七
社
に
現
れ
る
西
本
宮
系
の
神
で
、
こ
れ
ら
の
神
が
、
五
箇
祭
の
当
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日
に
樹
下
神
社
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
流
れ
は
大
変
興
味
深
い
。

二
、
五
箇
祭
り
に
お
け
る
寄
人
衆
の
役
割 �

（
ア
）
女
神
を
迎
え
入
れ
る
五
箇
祭

　

五
箇
祭
自
体
が
い
つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
資
料
は
乏

し
い
が
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
「
木
戸
五
ヶ
村
四
月
一
番
之
酉
神

事
次
第
書
」
に
記
述
が
見
え
る
。
し
か
し
、
五
箇
祭
と
い
つ
頃
か
ら
呼
ば

れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
い
つ
頃
か
ら
現
在
の
形
に
至
っ
た
の
か
は
、
わ

か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

た
だ
、
先
述
の
通
り
、
現
在
の
神
社
の
名
称
や
、
か
つ
て
こ
の
地
域
が

比
叡
山
門
領
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
間
違
い
な
く
日
吉
山
王

権
現
と
の
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
、
祭
礼
の
か
た
ち
に
も
祝
部
行
丸
（
生

源
寺
行
麿
）
の
伝
承
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
こ
の
祭
礼
の
深
部
に
現
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

現
在
の
五
箇
祭
の
主
な
筋
書
き
は
、北
船
路
の
女
神（
白
山
菊
理
姫
神
）

を
無
事
に
樹
下
神
社
境
内
に
迎
え
入
れ
、
最
後
に
見
送
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
女
神
が
通
る
「
道
」
を
大
切
に
扱
う
。

　

そ
し
て
、
祭
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
そ
の
「
道
」
を
、
神
輿
が
無
事
に

往
来
で
き
る
よ
う
に
確
認
す
る
と
い
う
「
寄
人
衆
（
よ
り
と
し
ゅ
う
）」

の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

（
イ
）
五
箇
祭
に
お
け
る
寄
人
衆
と
番
人
衆
（
ば
ん
ど
し
ゅ
う
）

　
「
寄
人
衆
」
は
、
木
戸
集
落
に
一
軒
（
一
名
）、
北
船
路
集
落
に
十
四
軒

（
十
四
名
）、守
山
集
落
に
十
七
軒（
十
七
名
）の
合
計
三
二
軒（
三
二
名
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
世
襲
と
い
う
か
た
ち
で
、
代
々
そ
の
家
長
が
寄
人

を
受
け
継
ぐ
が
、
家
長
は
寄
人
株
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
、
売

買
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
株
は
、
守
山
集
落
の
場
合
、
一
枚
四
畝

一
〇
歩
の
山
四
枚
で
寄
人
の
一
株
と
さ
れ
て
い
る
。
神
輿
な
ど
祭
礼
で
費

用
が
か
さ
む
場
合
に
こ
の
寄
人
株
の
財
産
が
使
用
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
寄
人
三
二
名
の
う
ち
、
寄
人
株
を
持
っ
た
古
い
順
か
ら
十
名

を
「
番
人
衆
（
ば
ん
ど
し
ゅ
う
）」
と
呼
び
、年
に
一
度
「
カ
ク
セ
ツ
（
格

節
）」
と
い
う
寄
り
合
い
が
も
た
れ
る
。
そ
の
十
名
の
番
人
衆
は
順
番
で

当
番
が
決
め
ら
れ
、
当
番
の
家
で
小
正
月
（
例
年
一
月
十
五
日
）
に
「
カ

ク
セ
ツ
（
格
節
）」
が
行
わ
れ
る
。

　

カ
ク
セ
ツ
の
日
に
は
、
当
番
家
に
、
寄
人
衆
の
守
護
神
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
樹
下
神
社
の
境
内
の
十
二
社
神
社
の
掛
け
軸
や
、
三
十
番
神
の
御
札

な
ど
が
飾
ら
れ
、
お
供
え
物
は
、
榊
、
洗
米
、
塩
、
尾
頭
付
き
の
鯛
一
匹
。

当
番
家
の
家
長
の
挨
拶
と
、
三
献
の
後
、
膳
が
運
ば
れ
飲
食
が
行
わ
れ
る
。

　

現
在
の
カ
ク
セ
ツ
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
か
つ

て
は
、
寄
人
株
の
名
簿
の
確
認
や
、
寄
人
衆
の
揉
め
事
な
ど
の
話
し
合
い

も
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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（
ウ
）
五
箇
祭
に
お
け
る
寄
人
衆
の
役
割

・
バ
ン
バ
改
め
の
儀
式

　

本
祭
の
前
日
、五
月
四
日
に
「
バ
ン
バ
改
め
」
と
い
う
寄
人
衆
が
集
ま
っ

て
行
わ
れ
る
重
要
な
集
ま
り
が
行
わ
れ
る
。
バ
ン
バ
（
馬
場
）
と
は
、
樹

下
神
社
か
ら
参
道
を
琵
琶
湖
に
向
か
っ
て
下
り
、
琵
琶
湖
に
出
た
と
こ
ろ

の
浜
一
帯
の
名
称
で
あ
り
、
五
箇
祭
に
お
い
て
は
、
御
旅
所
に
繋
が
る
場

所
で
あ
り
、
最
後
の
見
せ
場
の
舞
台
と
な
る
重
要
な
場
所
で
あ
る
。
そ
の

場
所
（
バ
ン
バ
）
が
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ

と
を
「
バ
ン
バ
改
め
」
と
い
う
（
写
真
１
）。

　

平
成
二
八
年
五
月
四
日
の
「
バ
ン
バ
改
め
」
は
午
後
四
時
か
ら
、
木
戸

公
民
館
の
二
階
の
広
間
で
行
わ
れ
た
。正
面
の
床
の
間
に
、「
樹
下
皇
大
神
」

の
掛
け
軸
と
、
神
棚
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
前
に
寄
人
衆
が
年
齢

の
順
番
に
座
す
る
。
向
か
っ
て

左
の
列
が
守
山
集
落
で
、
右
が

北
船
路
集
落
で
あ
る
。
ブ
ク

（
服
）
と
呼
ば
れ
る
喪
中
の
者

は
参
加
で
き
な
い
の
で
、
守
山

集
落
の
寄
人
衆
は
、
本
来
十
七

名
の
と
こ
ろ
十
名
の
参
加
、
北

船
路
集
落
は
十
四
名
の
と
こ
ろ

六
名
、
木
戸
集
落
は
一
名
の
と

こ
ろ
〇
名
（
参
加
な
し
）
の
参

加
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
古
株

で
あ
る
番
人
衆
は
本
来
十
名
の

と
こ
ろ
、
四
名
が
参
加
さ
れ
て

い
た
（
写
真
２
）。

　

全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
守

山
、
北
船
路
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
人

衆
の
若
手
が
、
こ
の
日
の
欠
席

者
（
ブ
ク
を
含
む
）
を
紹
介
し

て
、
出
席
者
を
確
認
す
る
。
こ

の
日
は
、
新
し
い
顔
が
複
数

あ
っ
た
の
で
、
特
別
に
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
、
本
来
は
寄
人
株

を
持
つ
家
長
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
家
長
の
代
わ
り
に
そ
の

長
子
が
出
席
し
た
と
の
紹
介
な
ど
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
場
を
準
備

し
て
い
る
木
戸
集
落
の
キ
モ
イ
リ
（
肝
煎
）
二
名
が
挨
拶
を
し
て
、
三
献

を
行
い
、
膳
（
こ
の
日
は
弁
当
、
最
近
は
弁
当
が
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
二
〇
年
ほ
ど
前
は
豪
華
な
料
理
が
出
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
が
用

意
さ
れ
会
食
が
始
ま
る
。

　

木
戸
集
落
の
キ
モ
イ
リ
二
名
は
、
二
手
に
分
か
れ
て
ビ
ー
ル
を
注
ぎ
な

が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
つ
く
る
。
四
〇
分
ほ
ど
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、

若
手
が
し
め
縄
と
と
も
に
、
そ
こ
に
つ
け
る
御
幣
の
準
備
を
始
め
た
（
写

真
３
）。
そ
し
て
、
会
食
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
一
時
間
ほ
ど
す
る
と
、

若
手
中
心
の
寄
人
た
ち
が
ほ
ぼ
全
員
で
、
バ
ン
バ
改
め
に
出
発
す
る
。

写真１：琵琶湖の手前の砂地一帯を「バンバ（馬場）」
と呼ぶ

写真２：木戸公民館の２階　向かって右が北船路、左が
守山の寄人衆　手前２名が木戸のキモイリ（肝煎）
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バ
ン
バ
改
め
で
は
、
神
輿
が
問

題
な
く
通
過
で
き
る
か
ど
う
か
を

確
か
め
る
た
め
、
バ
ン
バ
の
溝
蓋

や
、
水
た
ま
り
、
デ
コ
ボ
コ
、
ま

た
、
神
輿
の
屋
根
を
傷
つ
け
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
参
道
の
両
脇
の

木
々
の
枝
張
り
ま
で
を
確
認
す
る

こ
と
が
主
な
任
務
と
な
る
。
し
か

し
、
近
年
、
参
道
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
固
め
ら
れ
、
溝
蓋
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ま
た
は
金
属
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
改
め
て
の
確
認
の
必
要

は
な
い
よ
う
で
あ
っ
た（
写
真
４
）。

　

た
だ
、
御
旅
所
の
砂
地
の
確
認

は
全
員
で
慎
重
に
行
わ
れ
、
神
域

を
示
す
し
め
縄
が
張
ら
れ
、
公
民

館
で
つ
く
ら
れ
た
御
幣
が
丁
寧
に

取
り
付
け
ら
れ
た
（
写
真
５
）。

　

御
旅
所
の
準
備
が
「
バ
ン
バ
改

め
」
に
お
け
る
寄
人
衆
の
仕
事
で

あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
終
了
後
、

公
民
館
に
戻
る
と
、
最
後
の
儀
式

が
行
わ
れ
る
。「
バ
ン
バ
改
め
」

の
結
果
報
告
で
あ
る
。

　

こ
の
日
は
、「
明
日
の
本
祭
の

準
備
は
滞
り
な
く
終
わ
り
ま
し

た
。
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
報
告
さ
れ
、
こ
の
儀
式

も
無
事
終
了
し
た
（
写
真
６
）。

　

現
在
で
は
、
こ
の
「
バ
ン
バ
改

め
」
の
儀
式
は
形
式
的
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
本
来
の
こ
の
儀
式
は

か
つ
て
祭
礼
を
行
う
上
で
大
変
重

要
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

実
は
、
こ
の
バ
ン
バ
及
び
参
道

の
整
備
は
、
そ
の
場
所
を
集
落
の

一
部
と
す
る
木
戸
集
落
の
氏
子
の

仕
事
で
あ
り
、
五
月
四
日
ま
で
に

完
璧
に
整
備
を
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
バ
ン
バ
改
め
」

に
お
い
て
、バ
ン
バ
や
参
道
に「
不

備
あ
り
」
と
寄
人
衆
が
指
摘
す
る

と
、
そ
の
報
告
が
直
ち
に
木
戸
集

落
の
氏
子
総
代
に
伝
え
ら
れ
、
木

戸
集
落
の
氏
子
た
ち
が
総
出
で
そ

の
不
備
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

写真３：しめ縄につける御幣をつくる守山の寄人衆写真４：しめ縄を手にバンバに向かう寄人衆

写真５：寄人衆によって綺麗にしめ縄が張られた御旅所写真６：「バンバ改め」の報告
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な
い
。
か
つ
て
は
、
一
晩
か
け
て
そ
の
不
備
を
正
す
な
ど
し
た
こ
と
が
あ

る
と
寄
人
衆
の
長
老
格
で
あ
る
番
人
衆
か
ら
話
が
出
て
い
た
。

　

要
す
る
に
、
寄
人
衆
が
、
木
戸
集
落
の
氏
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
バ
ン

バ
や
参
道
の
整
備
が
、
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
こ
の
祭
礼
を
止
め

さ
せ
る
と
い
う
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

午
後
七
時
頃
、
問
題
が
な
け
れ
ば
解
散
と
な
る
。
木
戸
集
落
の
キ
モ
イ

リ
は
、
木
戸
集
落
の
氏
子
総
代
に
「
バ
ン
バ
改
め
」
の
無
事
を
報
告
。
守

山
集
落
の
寄
人
衆
は
、
集
落
の
氏
神
で
あ
る
若
宮
神
社
に
出
向
き
、
そ
の

参
道
に
置
か
れ
た
太
鼓
を
叩
く
。
そ
れ
が
、
祭
礼
開
始
の
合
図
と
な
っ
て
、

各
家
の
提
灯
に
灯
り
が
灯
る
の
で
あ
る
（
写
真
７
）。
北
船
路
集
落
の
寄

人
衆
は
、
集
落
の
中
心
に
あ
る
神
輿
倉
に
出
向
き
、
神
輿
出
し
を
見
届
け

る
。
日
吉
大
社
の
神
職
に
よ
る

お
祓
い
が
あ
り
、
集
ま
っ
た
多

く
の
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
神
輿
が

出
さ
れ
、
八
所
神
社
へ
と
向
か

う
（
写
真
８
）。
八
所
神
社
の

鳥
居
の
前
で
は
、「
わ
っ
し
ょ

い
」
の
大
き
な
掛
け
声
と
と
も

に
国
道
一
六
一
号
を
跨
い
で
何

度
も
往
復
す
る
所
作
に
迫
力
が

あ
る
。
そ
し
て
、
午
後
九
時
、

神
社
の
拝
殿
に
上
げ
ら
れ
、
集

落
の
担
当
者
は
徹
夜
で
神
輿
の

写真７：守山の寄人衆がバンバ改めの無事を告げ、祭り
の始まりを知らせる太鼓が鳴る

写真９：無事八所神社の拝殿に北船路集落の神輿があ
げられる

写真８：北船路集落の神輿の倉出し

守
り
を
す
る
の
で
あ
る
（
写
真

９
）。

・
寄
人
衆
の
役
割

　

寄
人
衆
は
、
一
見
バ
ン
バ
や

参
道
の
点
検
の
み
を
担
当
す
る

集
団
と
も
見
え
る
の
だ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
株
を
持
っ
て
世
襲
で

受
け
継
い
で
い
る
こ
と
や
、
整

備
の
不
備
を
理
由
に
祭
礼
の
催

行
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
寄
人
衆
の
中
に
、

番
人
衆
と
呼
ば
れ
る
長
老
格
の

存
在
が
あ
る
な
ど
、
五
箇
祭
全

体
に
お
い
て
も
非
常
に
大
き
な

力
を
持
っ
て
い
る
。

　

寄
人
衆
は
、
五
箇
祭
全
体
の

役
職
で
あ
る
が
、
記
述
の
通

り
、
構
成
員
は
北
船
路
十
四

名
、
守
山
集
落
十
七
名
、
木
戸

集
落
一
名
と
い
う
よ
う
に
偏
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
吉
大
社

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
北
船
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路
集
落
の
神
輿
を
別
格
と
し
て
、
木
戸
集
落
の
樹
下
神
社
に
迎
え
入
れ
る

と
い
う
形
を
重
視
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
寄
人
衆
が
三
二
名
で
あ

る
と
い
う
そ
の
数
が
、
神
輿
一
基
を
担
ぐ
時
の
適
正
な
人
数
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
か
つ
て
、
北
船
路
の
神
輿
を
樹
下
神
社
に
担
ぎ
こ
ん
だ
人

た
ち
が
寄
人
衆
の
起
源
で
あ
る
と
も
想
像
で
き
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

も
想
像
の
域
を
超
え
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
五
箇
祭
に
お
け
る
寄
人

衆
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

（
エ
）
五
箇
祭
当
日

・
北
船
路
の
女
神
の
迎
え
入
れ

　

五
月
五
日
の
午
前
六
時
前
、「
卯
の
刻
」、
北
船
路
八
所
神
社
の
神
輿
が

樹
下
神
社
に
向
か
っ
て
威
勢

良
く
出
発
す
る
。
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ま
っ
す
ぐ
、

琵
琶
湖
へ
出
る（
写
真
10
）。

そ
こ
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん

で
、
大
太
鼓
を
先
頭
に
湖
岸

の
道
を
ゆ
っ
く
り
北
へ
進
む
。

　

十
五
分
ほ
ど
進
む
と
、
守

山
集
落
の
「
シ
マ
」
と
呼
ば

れ
る
場
所
に
到
着
。
そ
こ
に

守
山
集
落
の
氏
子
た
ち
が
、

迎
え
の
挨
拶
に
来
て
い
る
。

そ
し
て
、
神
輿
の
担
ぎ
手
十
数
名
が
こ
の
北
船
路
の
神
輿
を
担
ぐ
た
め
に

同
行
す
る
（
写
真
11
）。
実
は
、
か
つ
て
神
輿
を
担
い
で
い
た
頃
は
、
こ

の
場
所
ま
で
、
北
船
路
集
落
の
氏
子
が
担
ぎ
、
こ
こ
か
ら
守
山
集
落
の
担

ぎ
手
に
交
代
し
て
、
木
戸
集
落
の
樹
下
神
社
の
一
の
鳥
居
ま
で
担
い
で
い

た
と
い
う
。
現
在
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
て
い
る
た
め
、
守
山
集
落
の

担
ぎ
手
は
後
ろ
に
つ
い
て
歩
く
の
で
あ
る
（
写
真
11-

１
）。

　

ま
た
、
十
五
分
ほ
ど
北
へ
進
む
と
、
木
戸
の
バ
ン
バ
（
馬
場
）
で
あ
る
。

そ
の
バ
ン
バ
に
入
る
入
り
口
を
「
バ
ン
バ
サ
キ
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
こ
に
は
、

木
戸
集
落
の
大
太
鼓
が
、
北
船
路
集
落
の
大
太
鼓
を
迎
え
に
来
て
お
り
、

二
つ
の
太
鼓
を
合
わ
せ
る
「
太
鼓
挨
拶
」
が
行
わ
れ
る
（
写
真
12
）。

　

バ
ン
バ
サ
キ
か
ら
、
神
輿
は
担
が
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
樹
下
神
社
の
一写真11-1：比良山系を背後に樹下神社に向かう神輿

写真10：５月５日の早朝八所神社を出る北船路の神輿

写真11：守山集落の「シマ」で担ぎ手が北船路の神輿
を迎える
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の
鳥
居
ま
で
は
守
山
集
落
の
担
ぎ
手
が
担
ぐ
。
そ
し
て
、
一
の
鳥

居
か
ら
樹
下
神
社
ま
で
は
、
木
戸
集
落
の
担
ぎ
手
が
担
ぐ
（
写
真

13
）。
最
後
は
再
び
北
船
路
集
落
の
担
ぎ
手
に
変
わ
っ
て
境
内
に

進
む
。
午
前
六
時
五
〇
分
、
境
内
で
は
大
物
集
落
の
神
輿
が
待
ち

構
え
て
お
り
、
神
輿
同
士
が
鼻
を
合
わ
せ
る
と
一
気
に
二
つ
の
神

輿
が
拝
殿
に
駆
け
上
る
。
大
物
集
落
の
神
輿
の
神
様
は
男
神
（
北

船
路
の
婿
さ
ん
）
で
あ
り
、
早
朝
に
女
神
を
迎
え
入
れ
る
と
い
う

儀
式
が
こ
の
鼻
合
わ
せ
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
写
真
14
）（
写

真
15
）。
俗
説
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
日
吉
大
社
の
山
王
祭
に

お
け
る
午
の
神
事
に
見
ら
れ
る
「
神
様
の
結
婚
」
を
意
識
し
て
行

わ
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
基
の
神
輿
は
拝
殿
に
置
か
れ

た
後
、
一
旦
全
員
解
散
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
五
月
五
日
の
早
朝
は
、
北
船
路
の
神
輿
を
、
守

山
、木
戸
、大
物
の
各
集
落
が
丁
寧
に
迎
え
る
と
い
う
儀
式
と
な
っ

て
い
る
。

・
北
船
路
、
守
山
集
落
の
氏
子
た
ち
の
樹
下
神
社
入
り

　

午
後
三
時
前
、
守
山
集
落
で
は
若
宮
神
社
に
、
祭
礼
に
参
加
す

る
全
員
が
集
合
す
る
。
守
山
自
治
会
の
自
治
会
長
、
副
会
長
、
会

計
の
三
役
、
氏
子
会
の
氏
子
総
代
、
副
総
代
、
裃
を
着
た
八
人
衆
、

紋
付
の
六
人
衆
、
肝
煎
（
各
家
の
長
男
が
順
番
で
担
当
す
る
。
毎

年
交
代
で
、役
割
は
集
落
の
代
表
と
し
て
挨
拶
を
行
っ
た
り
す
る
）、

金
棒
引
き
（
行
列
の
先
頭
を
歩
く
真
っ
赤
で
派
手
な
衣
装
を
着
け

写真13：一の鳥居までは守山の担ぎ手が北船路の神輿
を担ぐ

写真12：バンバサキでの「太鼓挨拶」

写真15：２基の神輿が一気に駆け上がり拝殿に上がる 写真14：樹下神社境内に待っていた大物の神輿（男神）と迎
え入れられた北船路の神輿（女神）が鼻を合わせる
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た
二
五
歳
ま
で
の
男
子
二
名
。
彼
ら
は
山
調
方
と
い
う
氏
子
集
団

に
属
す
。
第
三
項
で
詳
細
を
記
す
）、
宿
親
（
山
調
方
の
世
話
役
。

金
棒
引
き
衣
装
や
飲
食
な
ど
、
前
日
や
当
日
に
様
々
な
世
話
を
す

る
役
）、
そ
し
て
神
輿
の
担
ぎ
手
な
ど
が
集
ま
る
（
写
真
16
）。

　

午
後
三
時
過
ぎ
、
北
船
路
集
落
の
同
じ
く
祭
礼
に
参
加
す
る
行

列
が
、
一
本
琵
琶
湖
側
（
東
側
）
の
道
を
通
過
し
た
時
点
で
、
樹

下
神
社
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
（
写
真
17
）。

　

三
時
三
〇
分
、
北
国
海
道
を
北
上
し
、
木
戸
集
落
へ
入
る
手
前

の
北
野
と
い
う
場
所
で
「
北
野
の
挨
拶
」
が
行
わ
れ
る
。
北
船
路

集
落
が
先
に
到
着
し
、
守
山
集
落
を
迎
え
入
れ
、
肝
煎
同
士
が
挨

拶
を
交
わ
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
挨
拶
は
儀
礼
的
で
、
あ
る
種

の
儀
式
で
あ
る
が
、
初
め
て
担
当
す
る
も
の
同
士
が
無
言
で
行
う

所
作
に
緊
張
感
が
漂
う
。
こ
の
儀
式
は
、
こ
の
日
の
早
朝
、
北
船

路
の
神
輿
を
守
山
の
神
輿
担
ぎ
が
お
手
伝
い
を
し
た
お
礼
の
挨
拶

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
（
写
真
18
）。

　

四
時
前
に
、
北
船
路
、
守
山
集
落
の
一
行
は
、
一
旦
樹
下
神
社

に
お
参
り
（
宮
入
り
）
を
し
、
木
戸
、
大
物
、
荒
川
集
落
も
同
じ

く
、
神
社
に
参
拝
す
る
（
写
真
19
）。

　

四
時
三
〇
分
、
樹
下
神
社
か
ら
琵
琶
湖
側
へ
少
し
下
っ
た
「
中

西
の
辻
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
、
肝
煎
と
神
輿
担
ぎ
が
集
合
し
、

祭
り
が
最
も
盛
り
上
が
る
神
輿
渡
御
の
始
ま
り
を
合
図
す
る
「
五

箇
の
挨
拶
」
が
行
わ
れ
る
（
写
真
20
）（
写
真
21
）。

　

準
備
が
整
う
と
、
交
差
点
の
南
の
辻
に
立
つ
守
山
集
落
の
肝
煎

写真17：歩き出す守山の神輿担ぎ 写真16：若宮神社の参道前に集合する守山集落の氏子
たち

写真19：金棒引きを先頭に各集落の氏子が樹下神社へ
一旦宮入する

写真18：「北野の挨拶」左が北船路、右が守山のキモ
イリ（肝煎）
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が
「
準
備
が
整
い
ま
し
た
が
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
大

声
で
伺
い
を
立
て
る
と
木
戸
集
落
の
肝
煎
が
「
で
は
行
い
ま
し
ょ

う
。
催
行
い
た
し
ま
す
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
、
神
輿
渡
御
が
始

ま
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
か
の
集
落
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
確
認
し
あ
い
、
伺
い
を
立
て
て
か
ら
、
物
事

を
進
め
る
と
い
う
よ
う
な
儀
式
の
あ
り
方
は
、
非
常
に
奥
ゆ
か
し

く
、
日
本
的
な
共
同
体
の
形
成
の
知
恵
と
も
い
え
よ
う
か
。

・
神
輿
渡
御

　

参
道
を
神
輿
担
ぎ
た
ち
が
肩
を
組
ん
で
待
機
し
、
機
会
を
図
っ

て
、
一
気
に
境
内
に
駆
け
込
み
、
拝
殿
か
ら
神
輿
を
降
ろ
す
の
で

あ
る
。
そ
の
際
、
神
輿
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る
そ
の
所
作
は
勇
壮
で
、

五
箇
祭
の
一
番
の
見
所
で
あ
ろ
う
か
（
写
真
22
）（
写
真
23
）。
神

輿
は
、
一
旦
境
内
に
置
か
れ
、
入
念
に
飾
り
付
け
が
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
順
番
に
御
旅
所
へ
と
出
発
す
る
。
各
集
落
と
も
神
社
を
出

た
鳥
居
前
で
、「
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ
し
ょ
い
」
と
掛
け
声
を
掛
け
、

大
き
く
神
輿
を
担
ぎ
上
げ
る
と
い
う
見
せ
場
が
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
あ
と
は
ト
ラ
ッ
ク
へ
乗
せ
て
、御
旅
所
へ
移
動
す
る
（
写
真
24
）。

　

神
輿
担
ぎ
が
神
社
へ
入
り
「
拝
殿
出
し
」
を
す
る
順
番
は
、
木

戸
、
守
山
、
荒
川
、
大
物
、
北
船
路
で
、
神
社
か
ら
神
輿
が
出
る

順
番
は
、
木
戸
、
守
山
、
大
物
、
北
船
路
、
荒
川
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
順
番
も
興
味
深
い
。
神
輿
担
ぎ
が
入
る
順
番
は
、
北
船
路
が

最
後
に
な
っ
て
お
り
、
拝
殿
か
ら
降
ろ
す
際
、
女
神
で
あ
る
北
船

写真21：「五箇の挨拶」竹の棒を横にして話す守山の
キモイリ

写真20：宮入の後、参道を琵琶湖よりに坂を下り中西
の辻に全集落の氏子が集合

写真23：拝殿で大きく揺さぶられる神輿 写真22：肩を組んで境内に入るのを待つ神輿担ぎたち



51 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第６号

路
の
神
輿
の
み
、
大
き
な
揺
さ
ぶ
り
な
し
で
最
後
に
粛
々
と
行
わ

れ
る
。
神
社
か
ら
神
輿
が
出
る
順
番
は
、
大
物
の
男
神
の
後
に
、

北
船
路
の
女
神
が
続
き
、
そ
れ
を
見
守
る
よ
う
に
、
最
後
に
荒
川

集
落
の
神
輿
が
続
く
の
で
あ
る
。

・
還
御
、
バ
ン
バ
の
別
れ

　

午
後
六
時
、
御
旅
所
に
五
基
の
神
輿
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
神
事
の

後
、
神
楽
な
ど
が
催
さ
れ
、
一
時
を
過
ご
す
（
写
真
25
）。

　

六
時
三
〇
分
、
木
戸
、
守
山
、
荒
川
、
大
物
の
神
輿
が
ま
ず
神

社
へ
向
か
っ
て
還
御
す
る
が
、
北
船
路
は
最
後
に
動
き
出
す
。
木

戸
の
バ
ン
バ
で
は
、
先
に
木
戸
の
神
輿
は
、
樹
下
神
社
の
参
道
に

入
る
が
、
守
山
の
神
輿
は
、
バ
ン
バ
サ
キ
と
呼
ば
れ
る
樹
下
神
社

の
参
道
へ
向
か
う
バ
ン
バ
の
出
口
付
近
で
待
機
。
荒
川
と
大
物
の

神
輿
は
、
北
船
路
の
神
輿
を
待
ち
構
え
る
。
そ
し
て
北
船
路
の
神

輿
が
、
少
し
大
回
り
を
し
て
琵
琶
湖
の
水
際
近
く
に
さ
し
か
か
っ

た
瞬
間
、
荒
川
、
大
物
の
二
基
の
神
輿
が
背
後
に
回
っ
て
追
い
か

け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
勇
壮
に
動
き
な
が
ら
北
船
路
の
神
輿

は
、
バ
ン
バ
サ
キ
か
ら
早
朝
に
や
っ
て
き
た
湖
岸
の
道
に
入
る
の

で
あ
る
（
写
真
26
）（
写
真
27
）（
写
真
28
）。

　

こ
の
所
作
は
、
北
船
路
の
神
輿
と
の
別
れ
を
惜
し
む
も
の
で
あ

る
と
言
わ
れ
、
祭
礼
の
最
後
を
飾
る
催
事
で
あ
る
。
見
物
人
も
神

輿
担
ぎ
も
祭
礼
関
係
者
も
一
気
に
盛
り
上
が
り
最
高
潮
を
迎
え
る

の
で
あ
る
が
、
夕
刻
の
琵
琶
湖
と
山
並
み
を
背
景
に
美
し
く
も
少

写真25：御旅所に勢ぞろいする神輿 写真24：各集落の神輿は、境内で飾り付けの後、渡御へ向
かうが、その前に樹下神社前を勇壮に練り歩く

写真27：バンバサキで別れを告げる神輿（神）たち 写真26：バンバに出た北船路、大物、荒川の神輿
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し
物
悲
し
い
幕
切
れ
に
も
見
え
る

の
は
不
思
議
で
あ
る
。

　

五
箇
祭
は
こ
の
よ
う
に
し
て
終

了
す
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
を
俯

瞰
し
て
み
る
と
、
終
始
北
船
路
集

落
の
女
神
を
乗
せ
た
神
輿
を
如
何

に
迎
え
入
れ
、
送
り
出
す
の
か
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
本
章
（
ウ
）「
五
箇
祭
に
お

け
る
寄
人
衆
の
役
割
」
で
述
べ
た

よ
う
に
寄
人
衆
が
バ
ン
バ
や
参
道

の
点
検
と
し
な
が
ら
、
祭
の
催
行

に
対
し
て
大
き
な
権
限
を
有
す
る
と
い
う
役
割
も
注
目
さ
れ
、
祭
礼
の
歴

史
や
背
景
を
考
え
る
時
に
特
筆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

五
箇
の
挨
拶
も
、
守
山
集
落
の
キ
モ
イ
リ
（
肝
煎
）
が
、
準
備
が
で
き

た
の
で
如
何
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
投
げ
か
け
を
行
う
こ
と
は
、
北
船
路
集

落
を
支
え
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
守
山
集
落
の
自
負
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

や
は
り
、
こ
の
祭
礼
は
、
か
つ
て
比
叡
山
門
領
で
あ
っ
た
と
い
う
地
域

の
歴
史
と
、
日
吉
大
社
と
の
つ
な
が
り
が
、
過
去
に
大
き
く
影
響
し
て
い

た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
は
、
守
山
集
落
を
中
心
に
祭
を
見
て
き
た
が
、
守
山
集
落
の
中
に

は
、こ
の
祭
礼
を
中
心
と
し
な
が
ら
、様
々
な
共
同
体
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

が
重
層
的
に
存
在
し
て
い
る
。
次
項
で
は
そ
の
こ
と
に
も
触
れ
て
み
た
い

と
思
う
。

三
、
守
山
集
落
に
お
け
る
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ �

（
ア
）
守
山
集
落
の
氏
子

　

守
山
集
落
は
、
行
政
区
画
で
は
大
津
市
八
屋
戸
に
含
ま
れ
、
南
に
北
船

路
自
治
会
が
、
北
に
守
山
自
治
会
が
あ
る
。
守
山
自
治
会
は
約
二
四
〇
戸

で
構
成
さ
れ
、
約
三
分
の
二
が
新
興
住
民
で
、
残
り
が
古
く
か
ら
の
集
落

（
こ
こ
で
い
う
守
山
集
落
）
で
あ
る
。

　

守
山
集
落
は
、
六
八
戸
あ
り
、
こ
れ
ら
は
樹
下
神
社
境
内
の
牛
尾
宮
と
、

集
落
内
の
若
宮
神
社
の
氏
子
と
な
っ
て
い
る
。

　

氏
子
た
ち
は
、
氏
子
会
を
つ
く
っ
て
総
代
一
名
と
副
総
代
二
名
を
置
き
、

以
下
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
っ
て
、
五
箇
祭
や
そ
の
他
の
年
中
行
事
を

行
っ
て
い
る
。

・
寄
人
衆
（
番
人
衆
と
と
も
に
五
箇
祭
全
体
の
役
の
一
つ
。
氏
子
会
の
組

織
で
は
な
い
）

十
七
名
。
寄
人
株
を
持
つ
家
で
世
襲
。
五
箇
祭
で
、
北
船
路
の
神
輿
が
通

る
道
や
バ
ン
バ
、
樹
下
神
社
の
参
道
を
点
検
す
る
役
割
を
持
つ
。
ま
た
、

守
山
集
落
の
神
輿
の
飾
り
付
け
を
行
う
。
祭
礼
の
前
日
「
バ
ン
バ
改
め
」

に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
に
一
度
カ
ク
セ
ツ
（
格
節
）
と
い
う

集
ま
り
を
開
催
す
る
。

写真28：左が北船路の神輿、早朝やって来た道に戻る
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・
番
人
衆
（
寄
人
衆
と
と
も
に
五
箇
祭
全
体
の
役
の
一
つ
。
氏
子
会
の
組

織
で
は
な
い
）

寄
人
衆
の
長
老
格
。
寄
人
株
を
持
つ
寄
人
衆
の
株
入
り
の
古
い
順
に
、
番

人
衆
と
な
る
。
年
に
一
度
、
小
正
月
に
、
他
の
集
落
の
寄
人
衆
と
と
も
に
、

カ
ク
セ
ツ
（
格
節
）
と
い
う
集
ま
り
を
開
く
。

・
山
調
方
（
さ
ん
ち
ょ
う
が
た
）

人
数
の
規
定
は
な
い
。
現
在
八
名
。
氏
子
会
の
役
。
高
校
一
年
生
か
ら

二
五
歳
ま
で
の
男
子
が
対
象
。
か
つ
て
は
、
青
年
会
が
盆
踊
り
な
ど
も
企

画
し
た
が
、
今
で
は
自
治
会
が
対
応
し
て
い
る
。
五
箇
祭
に
お
い
て
は
神

輿
渡
御
（
神
輿
担
ぎ
）
な
ど
重
責
を
担
っ
て
い
る
。
た
だ
、
現
在
で
は
、

人
数
が
減
っ
て
き
た
た
め
、
五
箇
祭
に
お
い
て
は
金
棒
引
き
と
呼
ば
れ
る

行
列
の
先
頭
を
歩
く
若
衆
（
年
齢
順
で
二
名
）
を
担
当
す
る
な
ど
の
役
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

・
八
人
衆

八
名
。
氏
子
会
の
役
員
。
六
人
衆
の
上
に
立
ち
、
満
六
〇
歳
に
な
る
年
の

一
月
十
六
日
ま
で
そ
の
役
に
つ
く
。
氏
子
会
の
行
事
と
し
て
は
、
集
落
内

の
若
宮
神
社
と
金
毘
羅
宮
の
神
事
が
あ
り
、
六
人
衆
と
と
も
に
行
う
。
若

宮
神
社
の
神
事
は
、
氏
神
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
金
毘
羅
宮
は
、
守

山
集
落
の
水
害
に
対
す
る
治
水
や
、
か
つ
て
石
や
柴
を
切
り
出
し
、
水
運

を
使
っ
て
運
搬
し
た
歴
史
か
ら
、
水
運
の
守
り
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
地
域
独
自
の
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
山
の
神
の
神
事
が
あ
る
。
こ
の
神
事
は
八
人
衆
の
み

が
執
り
行
う
も
の
で
、
十
一
月
と
一
月
に
山
の
神
の
祠
の
前
で
、
大
き
な

火
を
焚
く
、
ど
ん
ど
（
左
義
長
）
を
執
り
行
う
。

・
六
人
衆

六
名
。
満
四
二
歳
に
な
る
と
入
る
。
か
つ
て
集
落
の
共
有
林
を
中
心
と
し

た
山
の
管
理
な
ど
、
独
自
の
役
割
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
八
人
衆
と
と
も

に
、
氏
子
会
の
神
事
を
担
当
し
て
い
る
。
五
箇
祭
で
は
一
名
か
ら
二
名
が

太
鼓
の
番
を
す
る
と
い
う
役
割
を
担
う
。

　

以
上
が
、
守
山
集
落
の
氏
子
た
ち
の
役
割
と
も
言
え
る
。
い
ず
れ
の
も

の
も
、
一
定
の
年
齢
に
達
す
る
と
必
ず
、
何
か
集
落
の
役
割
を
担
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
イ
）
守
山
自
治
会
と
「
さ
っ
さ
の
会
」

※
（
さ
っ
さ
と
は
、
神
輿
を
担
ぐ
際
に
、
勢
い
よ
く
両
手
を
伸
ば
し
て
担

ぎ
上
げ
る
所
作
の
こ
と
を
言
う
）

・
守
山
自
治
会

　

守
山
集
落
の
古
く
か
ら
居
住
す
る
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紹
介
し
て

き
た
が
、
既
述
の
通
り
こ
の
守
山
地
区
に
は
、
新
た
に
こ
の
地
域
に
入
っ

て
き
た
新
住
民
（
守
山
集
落
の
三
分
の
二
を
占
め
る
）
の
存
在
が
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
は
、
行
政
区
の
単
位
と
し
て
、
自
治
会
が
形
成
さ
れ
、
新

住
民
も
古
く
か
ら
の
居
住
者
も
自
治
会
員
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
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そ
し
て
、
守
山
自
治
会
が
組
織
さ
れ
自
治
会
長
が
そ
の
自
治
会
を
ま
と
め

る
。
こ
の
自
治
会
の
存
在
は
、
他
の
集
落
に
お
い
て
も
変
わ
り
な
く
、
基

本
的
に
は
古
く
か
ら
の
住
民
と
新
住
民
も
含
め
て
自
治
会
長
が
選
ば
れ
る
。

し
か
し
、
守
山
地
区
に
お
い
て
は
、
自
治
会
長
と
副
会
長
は
、
古
く
か
ら

の
居
住
者
が
順
番
に
担
当
し
、
会
計
は
新
住
民
が
担
当
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
新
住
民
は
今
の
と
こ
ろ
自
治
会
長
、
副
会

長
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
不
平
等
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
制
度
に
対
し
て
、

新
住
民
か
ら
の
不
満
の
声
は
上
が
ら
な
い
。

　

結
果
と
し
て
、
五
箇
祭
の
際
、
神
輿
の
渡
御
な
ど
の
祭
礼
に
対
し
て
、

守
山
自
治
会
の
自
治
会
長
と
副
会
長
（
古
く
か
ら
の
住
民
で
氏
子
会
の
会

員
で
あ
る
た
め
）
が
、
氏
子
総
代
と
と
も
に
、
責
任
を
負
う
と
い
う
か
た

ち
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

・
さ
っ
さ
の
会

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
守
山
集
落
に
「
さ
っ
さ
の
会
」
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
は
、
新
住
民
に
よ

る
神
輿
を
担
ぐ
た
め
の
会
で
あ
り
、
自
治
会
の
下
部
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
他
の
集
落
に
は
見
ら
れ
な
い
集
団
で
、
神
輿
の
担
ぎ
手
が
少
な

く
な
っ
て
き
た
と
い
う
理
由
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
住
民
の
地
縁
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
出
す
る
目
的
も
見
ら
れ
る
。

　

五
箇
祭
に
参
加
す
る
他
の
集
落
で
は
、
神
輿
の
担
ぎ
手
に
苦
慮
し
な
が

ら
も
、
担
ぎ
手
は
あ
く
ま
で
も
神
事
で
あ
る
た
め
、
氏
子
会
の
会
員
に
限

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
古
く
か
ら
の
共
有
財
産
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
複
雑

な
理
由
が
各
集
落
に
あ
る
。
新

住
民
に
一
時
的
に
助
け
を
借
り

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
組
織
的

に
担
ぎ
手
に
加
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、
守
山
集
落
に
お
い

て
は
、
自
治
会
長
と
副
会
長
が

古
く
か
ら
の
住
民
で
あ
り
、
祭

礼
を
含
む
守
山
地
区
の
す
べ
て

を
担
っ
て
い
る
た
め
、
自
治
会

の
下
部
組
織
と
し
て
新
住
民
が

組
織
を
つ
く
っ
て
神
輿
を
担
ぐ

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
「
さ
っ
さ

の
会
」
は
、
平
成
十
九
年
四
月

に
発
足
し
た
。
当
初
は
、
三
〇

代
後
半
か
ら
四
〇
代
の
新
住
民

の
男
性
十
九
名
が
こ
の
会
に
参

加
、
現
在
は
、
三
〇
名
を
超
え

て
い
る
。

　

五
月
三
日
の
肩
組
に
参
加

し
、
五
箇
祭
当
日
は
守
山
集
落

写真30：五箇祭守山地区の「さっさの会」が加わる神
輿（樹下神社前）

写真29：祭りの後のナオライ（直会）で、古くからの集落の
担ぎ手と「さっさの会」の会員が親しく杯を交わす
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の
氏
子
会
の
神
輿
担
ぎ
の
人
々
と
と
も
に
さ
っ
さ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
っ
て
、
神
輿
渡
御
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
（
写
真
29
）（
写
真
30
）。

・
さ
っ
さ
の
会
の
会
員
の
声

　

さ
っ
さ
の
会
の
会
員
で
あ
る
金
澤
篤
さ
ん
と
い
う
四
二
歳
の
男
性
に
話

を
伺
う
機
会
を
持
っ
た
。

　

金
澤
氏
は
、
平
成
十
五
年
二
月
に
こ
の
守
山
地
区
に
転
居
し
て
き
た
。

守
山
自
治
会
員
と
し
て
地
域
の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
中
で
、
木
戸
小
学

校
区
の
運
動
会
や
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
時
、
さ
っ
さ
の
会

の
存
在
を
知
り
、
会
員
の
一
人
か
ら
勧
誘
を
受
け
て
平
成
二
三
年
に
入
会
。

　

入
会
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
も
と
も
と
小
学
校
の
時
か
ら
、

野
球
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
日
常
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
学

区
の
運
動
会
な
ど
以
外
に
も
お
祭
り
で
神
輿
を
担
ぐ
と
い
う
こ
と
に
興
味

を
持
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
自
分
に
子
供
が
で
き
た
の
で
、
自
分
と

同
世
代
で
家
族
を
持
つ
人
た
ち
と
の
交
流
が
少
し
で
も
で
き
れ
ば
と
思
っ

た
こ
と
。

　

そ
し
て
、
一
番
大
き
な
理
由
は
、
こ
の
地
で
あ
る
程
度
長
く
、
で
き
れ

ば
、
一
生
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
地
域
の
祭
礼
に
関
わ
る
こ

と
は
、
大
切
で
あ
る
と
思
っ
た
こ
と
。
と
い
う
三
つ
の
理
由
に
よ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
新
し
く
こ
の
地
域
に
入
っ
て
き
て
、
さ
っ
さ
の
会
に
入
会
す
る

人
は
、
概
ね
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
思
う
。
と
も
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　

現
在
、
さ
っ
さ
の
会
の
名
簿
は
三
〇
名
を
超
え
る
が
、
普
段
連
絡
を
取

り
合
う
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
中
心
と
し
た
通
信
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
の
グ
ル
ー
プ
は
十
二
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
二
名
の

年
齢
構
成
は
、
三
〇
代
か
ら
六
〇
代
と
幅
広
い
。

　

五
箇
祭
で
神
輿
を
一
緒
に
担
ぐ
、
氏
子
会
の
人
た
ち
と
の
交
流
は
、
自

然
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
が
、
祭
礼
は
氏
子
た
ち
が
支
え
て
き
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
意
識
が
、
氏
子
会
の
方
に
も
さ
っ
さ
の
会
の
会
員
に
も
あ
り
、

さ
っ
さ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
で
き
る
だ
け
祭
礼
に
は
出
し
ゃ
ば
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
た
。
少
し
以
前
は
、
神
輿
の

渡
御
に
関
し
て
、
神
輿
の
飾
り
付
け
や
、
担
ぐ
こ
と
が
で
き
る
範
囲
（
参

道
に
お
け
る
場
所
）
が
あ
る
な
ど
、
さ
っ
さ
の
会
が
参
加
可
能
な
事
柄
に

少
し
制
限
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
、
そ
れ
は
無
く
な
り
、
神
輿

渡
御
に
関
し
て
は
概
ね
す
べ
て
に
お
い
て
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
見
て
み
る
と
、
さ
っ
さ
の
会
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
単
に
神
輿
を
担
ぐ
お
手
伝
い
を
す
る
集
団
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
学
区
の
運
動
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
も
つ
な
が

り
、
同
時
に
、
八
人
衆
や
山
調
方
な
ど
氏
子
会
の
伝
統
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
も
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

ま
と
め �

　

今
回
の
報
告
に
お
い
て
は
、
一
つ
に
五
箇
祭
に
お
け
る
寄
人
衆
と
い
う
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独
特
な
組
織
の
役
割
を
通
し
て
、
祭
礼
の
性
格
を
分
析
し
て
み
た
。
こ
の

祭
礼
は
、
五
つ
の
集
落
が
木
戸
集
落
の
樹
下
神
社
を
中
心
に
執
り
行
わ
れ

る
一
般
的
な
郷
祭
で
あ
り
、
例
え
ば
周
辺
地
域
の
和
邇
地
区
や
仰
木
地
区

の
郷
祭
に
共
通
す
る
日
吉
大
社
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
に
、
こ
の
五
箇
祭
で
は
、
北
船
路
集
落
に
伝
わ
る
祝
部
行
丸
伝
説
や
、

樹
下
神
社
境
内
の
祠
の
名
称
な
ど
か
ら
、
他
地
域
よ
り
も
日
吉
大
社
と
の

関
わ
り
が
深
く
、
祭
礼
の
催
行
の
か
た
ち
か
ら
も
そ
れ
が
理
解
で
き
た
。

　

五
箇
祭
は
、
北
船
路
集
落
の
女
神
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
木
戸
集
落

が
五
月
五
日
の
ハ
レ
の
日
ま
で
に
、
神
社
の
境
内
や
、
参
道
、
そ
し
て
最

も
重
要
な
御
旅
所
と
バ
ン
バ
を
美
し
く
整
備
す
る
の
で
あ
る
。
北
船
路
、

守
山
集
落
の
寄
人
衆
が
、
協
力
し
、
責
任
を
持
っ
て
点
検
、
確
認
す
る
。

当
日
は
、
大
物
集
落
の
男
神
が
女
神
を
迎
え
入
れ
、
最
後
は
、
荒
川
集
落

の
神
も
加
わ
っ
て
バ
ン
バ
で
送
り
出
す
の
で
あ
る
。
北
船
路
の
女
神
が
、

年
に
一
度
、
樹
下
神
社
に
出
向
き
無
事
帰
っ
て
く
る
と
い
う
祭
礼
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
近
世
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
五
つ
の
集
落
の

共
同
体
が
一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
方
、
守
山
集
落
に
目
を
向
け
る
と
、
古
く
か
ら
祭
礼
を
受

け
継
ぐ
共
同
体
で
あ
る
氏
子
会
が
、
山
調
方
や
八
人
衆
、
六
人
衆
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
な
が
ら
、
山
の
神
や
金
毘
羅
宮
の
小
さ
な
祭
礼

を
行
い
、
新
興
住
宅
に
住
む
住
民
た
ち
は
「
さ
っ
さ
の
会
」
と
い
う
五
箇

祭
に
お
い
て
、
守
山
集
落
の
神
輿
を
担
ぐ
た
め
の
新
住
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

　

近
代
化
が
浸
透
し
て
い
く
中
で
、
日
本
の
集
落
も
そ
の
波
に
の
ま
れ
、

地
縁
・
血
縁
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共
同
体
）
が
分
断
さ
れ
て
き
た
。
た

だ
、
祭
礼
を
伴
う
民
間
信
仰
に
お
い
て
そ
の
さ
さ
や
か
な
る
共
同
体
が
受

け
継
が
れ
て
は
き
て
い
る
が
、
大
方
の
地
域
に
お
い
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

現
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
共
同
体
の
必
要
性
が
様
々
な
方
面
か

ら
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
守
山
地
区
に
お
け
る
、
自
治

会
の
下
部
組
織
と
し
て
新
住
民
が
さ
っ
さ
の
会
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
、

五
箇
祭
の
神
輿
を
担
い
で
い
る
と
い
う
事
実
は
、
筆
者
が
、
こ
れ
ま
で
調

査
し
た
集
落
に
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
ま
た
、

さ
っ
さ
の
会
の
会
員
の
聞
き
取
り
に
お
い
て
、
伝
統
の
祭
礼
を
受
け
継
い

で
き
た
古
く
か
ら
の
住
民
へ
対
す
る
畏
敬
の
眼
差
し
が
、
こ
の
新
旧
組
織

の
つ
な
が
り
に
お
い
て
大
変
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
理
解
で
き
た
。

　

哲
学
者
の
内
山
節
氏
は
著
書
『
共
同
体
の
基
礎
理
論
』
の
中
で
、「
た

と
え
ば
Ａ
さ
ん
は
あ
る
企
業
と
い
う
小
さ
な
集
団
に
属
し
て
い
る
と
し
よ

う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
人
と
し
て
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。
と
こ

ろ
が
家
に
帰
る
と
、
Ａ
さ
ん
は
地
域
づ
く
り
を
す
る
小
さ
な
集
団
に
も
属

し
て
い
る
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
介
し
た
精
神
の
習
慣

も
、
身
に
つ
け
る
。
さ
ら
に
、
土
曜
日
に
は
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
の
と
こ
ろ

に
で
か
け
る
。
日
曜
日
に
は
教
会
に
い
く
。」
と
、
一
人
の
人
間
が
複
数

の
違
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
身
を
置
く
こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。

複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
精
神
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
自
身
が
多
様
性
を
獲
得
し
、
複
雑
な
社
会
の
中
で
展
開
さ
れ
る
事
象
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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ま
た
、
取
材
を
す
る
中
で
、
古
く
か
ら
の
住
民
の
方
か
ら
、「
我
々
は
、

血
縁
、
地
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
身
を
置
く
が
、
好
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
大
切
だ
」
と
い
う
意
見
も
聞
い
た
。
好
き
者
同
士
が
集
ま
る
集
団
は
、

自
ら
が
や
ろ
う
と
す
る
意
思
が
あ
る
前
提
で
あ
る
た
め
、
そ
の
集
団
の
結

束
は
固
い
が
、
地
縁
・
血
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
代
々
続
い
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
つ
な
が
る
が
、
そ
の
維
持
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

現
代
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
、
維
持
し
て

い
く
の
か
と
い
う
大
き
な
課
題
は
、
今
回
の
よ
う
な
報
告
で
片
付
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
よ
り
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共
同
体
）
の
あ
り
方
を

今
後
も
考
え
、
事
例
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
を
発
信

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
こ
の
調
査
で
改
め
て
感
じ
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
、
貴
重
な
お
時
間
を
割

い
て
く
だ
さ
っ
た
守
山
集
落
の
石
塚
政
孝
さ
ん
、
守
山
集
落
さ
っ
さ
の
会

の
金
澤
篤
さ
ん
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

�
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